
道

綽

の

聖

浄

二

門

判

古

川

泰

然

道
綽
教
学
の
墾
浄

二
門
判
を
理
解

す
る
に
就
い
て
、
こ
の
鑿
浄

二
門
判
を
成
立
せ
し
め
た
社
会
背
景
と
、
聖
浄

二
門
判

の
立
場
を

た
ど
り
、
聖
浄
二
門
判
が
,溝
成
す
る
教
判
の
内
容
を
考
察
し
て
み

た

い
と
思
う
Q

一
、
聖
浄

二
門
判
成
立
の
社
会
背
景

隋
.、
唐
仏
教
界
の
思
想
勤
向

の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
た
末
法
思

想

を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
墾
浄

二
門
判
を
成
立
せ
し
め
た

社
会
背
景
が
明
か
と
な
る
と
思
う
。

こ
の
末
法
思
想
と
は
仏
教
の
消
極
的
な
歴
史
観

で
、
三
時
思
想
、

五
濁
、
法

滅
の
思
想
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
人
問

性

に
立
脚
し
た
宗
教
を
宣
揚
し
た
の
は
、
三
階
教
の
信
行
、
浄
土

蚊

の
道
綽
で
あ
る
。
彼
ら
を
し
て
末
法
意
識
を
抱
か
し
め
た
の
は

「
大
集
月
蔵
経
」

に
説
か
れ
た

「
法
蔵
①
」
-「
末
法
到
来
②

」

「

僧
侶

の
堕
落
③
」

「
釈
導
入
滅
後

の
法

の
運
命

⑭

の
こ
と
が
・

道
綽

の
時
代
に
展
開
さ
れ
た

こ
と
を

委

楽
集

⑤

で

問

日

一
功

衆
生

皆

轟

仏

葺
遠

崩

以
墨

窩
値
一多

仏
.瓦

噫
ξ

」仍
自
貔

麦

沸
出
二火
争
答
日
価
天
畫

韓
盈

.得
盡

脇
法
尋

生
畿

県

出
毟

.何

蠶

三

♂
靈

程
詮

葦

浄
f
蛬

道
夜

今

擁

戦

、魔

.大
驚

璽

醺

理
羅

撃

肇

集

月

蔵

経

云
鶸

末

法

時
屯

億
億

衆
生

記
贈
能
藁

葛

為

有
∵L

人
織

者
[当
今
ハ末
法

現

是
レ五
濁

悪
世

唯

有
野浄

土

瓦
驀

奮

と
言

つ
て
欺

か
れ
、
囎
ば
し
め
て
い
る

の
は
、
経
典

の
澆
末

と
現

実
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
時

の
衆
生
を
救
済
す
る
道
は

浄
土
門

で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
彼
の
宗
教
が

成
立
し
て
行
く
。

二
、
聖
浄
二
門
判

の
立
場

遭
綽
が
末
法
到
来
を
自
覚
し
て
、
浄
土
門
を
主
張
し
た
意
趣
は

末
法
今
時
の
衆
生

に
相
応
す
る
教
法
、
即
ち
時
機
相
応
の
教
を
樹

立
せ
ん
と
す
る
に
あ

つ
た
の
で
あ
る
・
彼
は

娑

楽
集
⑤
」
に

ケ
ハ

エ

ク

シ

シ

リ

ヌ
レ
ハ

シ

シ

若

教

赴
二時

璽
湯
修

濁

悟
若

機

教

時
乖

難
摎

.離

八

と

い

い

、

更

に

続

い

て

夢

墅

訴

妻

糞

肉
鐙

吾

態
毘髭

一2フ



懺
悔
シ修

福

応
冢

私

名
口為
時
.者

と
言

つ
て
い
る
。
即
ち
道
綽

の
浄
土
教
に

一
貫
し
て
賻
、概
相
応
の

問
題
が
高
揚
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
は
、
末
法
到
来
を

自
覚

す
る
と
共

に
、
社
会
不

安
、
度
重
な
る
廃
仏

、
教
団
臼
身

の

腐
敗

堕
洛
等
に
よ

つ
て
行
詰
れ
る
仏
教
全
体
の
打
開
を
計
ろ
う
と

し
た
為
で
あ
る
。
聖
道
門
の
賄
師
が
埋
仏
教
に
よ

つ
て
末
法
克
服

の
原

理
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
道
綽
は
あ
く
ま
で
も

理
仏

教
を
否
定
し
て
行
仏
、教
を
求
め
、
実
践
の
中

に
民
衆
を
救
済

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
時
磯
の
相
応
、
不
相
応
を
問
題
と
し
な

け
れ

ば
な
ら
な
か

つ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

三
、
聖
浄

二
門
判
の
成
立

邁
綽

は
末
法
到
来
と
い
う
時
代
背

煮
の
中

で
、
自

か
ら
の
立
場

を
時
拓磯
相
応
に
見
出
し
、

こ
の
立
場
に
立
つ
て
、
仏
の
教
法
を
聖

道
浄
土

の
二
'門
に
分
ち
、
今
蒔
五
濁
悪
世

の
中
に
於
て
は
聖
道
を

捨
て

て
専
ら
浄
土
に
帰
す

べ
き

こ
と
、
即
ち
捨
聖
帰
浄
を
主
張
し

た
の

で
あ
る
。
彼
は

「
懺
侮
念
仏
」
を
以
て
末
法

の
要
法
と
し
、

浄
土
往
生
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
曇
贈
の

「
控
生
論

註
⑦

」
を
透
過
し
て
竜
樹
の

蘿

易
二
道
説
⑧

」
を
受
け
て
成
立

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
遭
綽

は
難
易
二
道
判
を
継
承
し
、
末
法

思
想
を
背
景
と
し

つ
つ
、
特
に
覚
証
と
い
う
実
践
効
果
に
視
点
を

置
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
時
と
機
根
と
教
法

と
の
三
者
の
相
応
、
不

相
応
を
論

ぜ
ん
と

ず
る
も
の
で
あ
る
。

邁
綽
が
捨
聖
帰
浄

の
意
を
樹
立
し
た
の
は
、
仏
道
の
実
凝
に
於

け
る
浄
土
門
の
も

つ
易
「行
性
、
普
遍
性

の
強
調

を
根
本
基
調
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
難
易

二
道

判
を
通
し
て
、

一
代
仏
教
を
蒔
、磯
福

応
と
い
う
立
場
よ
り
見
置
し
た
と
こ
ろ
に
聖
道
、
浄
上
の
二
門
の

分
判
が
な
さ
れ
、
そ

こ
に
聖
道
門
を

「去

窒
遥
遠
」

「,理
深
牌
微
」

と
し
て
、

そ
の
難
行
性
、
特
殊
を
見

「
称
仏
名
号
」
を
浄
土
門
と

し
て
易
行
性
、
普
遍
性
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

邁
綽
は
時
滅
教
の
相
応
、
不
相
応
を
論
ず
る
時
、
自
身
に
澗
合

し
た
,救
済

の
道

で
あ
る
か
、
否
か
と
い
う
切
実
な
宗
敦
的
要
求

に

終
始
二

貫
し
て
、
最
も
,機
根
の
低

い
罪
悪

鍛
生
に
瀕
点
を
向
け
、

械
根
の
劣
悪
な
る
者
を
も
救
済

ダ
る
浄
土
門
を

強
調
し
た
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
点
に
於
て
浄
土
門
が
優
れ
た
敦
え

で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
も
の
と
言

つ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
う
◎

①

大
正
大
蔵
経
十
三
、
三
七
九
頁

「
月

蔵
分
編
二
十
法
頗
尽
凵題

第
二
十

【
r
　

　r,



②

大
正
大
蔵
経
十
三

三
七
五
頁

⑤

〃

〃

三
七
七
頁

④

〃

〃

三
六
三
頁

「
分
布
匐
浮
提
品
」

⑤

浄
全

一
、
六
九
二
～
六
九
三
頁

⑤

撞
全

一
、
六
七
三
頁

⑦

浄
全

一
、
二

一
九
頁

⑧

真
宗
聖
教
金
書

一
、
二
五
三
～

二
五
四
頁

「
一
百

四
十

五
箇

条
問

答

」

に

澄
げ

る

法

然

上

入

の
念

仏

思

想

に

つ
い

て

堀

立

瑛

三
祖
良
忠

の
弟
子
、
望
西
楼
了
慧

に
よ
つ
て
集
録
さ
れ
た

「黒

谷
上

人
和
語
燈
録
」

の
中

に
あ
る

「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
は
、

法
然

上
人
の
問

答
に
関
す
る
法
藷
の
中
、
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
問
答
は
法
然
上
人

の
念
仏

に
関
す
る
内
容
が

鷽
富
で
あ
り
、
広

範
囲

に
わ
た

つ
て
い
る
故
、
研
究
す
る
事
に
よ

つ
て
こ
れ
か
ら
の
教

化
活

勤
、
念
仏
実
践

に
役
立

つ
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
問
答
は
、
徳
川
中
期
に
義
山
に
よ

つ
て
注
釈
が
な
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
単
独
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ

の
闘
.答
の
成
立
に
つ
い
て
見
る
と
、
百

三
十
九
条
に

「
建
仁
元
年

十

二
月
十
四
日
、
け
さ
ん
に
い
り
て
問

ひ
ま
ひ
ら
す
る
事
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
を
始
め
、
後
の
条
は
ほ
と
ん
ど
但
し
書
が
見

え
、

又
こ
の
部
分
が
醍
醐
本

(
一
期
物
語

)
や
九
巻
伝
、
十
巻
伝
、
四

十

八
巻
伝
に
掲゚
載
引
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
見

て
、
こ
の
問

答
は
始
あ
か
ら

二

百
四
十

五
箇
条
問

答
」
と
し
て
寡
在
し
て
い

た
も
の
で
な
い
様
に
思
う
。
す
な
わ
ち

但
し
書
に
あ
る

「
建
仁
元

年
」
前
後
に
あ
る
人
が
お
り
お

り
に
か
わ
し
た
問
答
が
百
三
十
九
箇

条
に
な

つ
た
も
の
を
、
了
籍
が
集
録
に
際
し
て

「
一
百
四
十
五
箇

条
問
答
」
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
と
疑
わ
れ
る
。
し

か
し
了
黛
は
語
燈
録
編
纂
に
お
い
て
、

世
に
法
然
上
人
の
偽
作

の

多
く
あ
る
中

で
真
作
と
認
め
ら
れ
る
も

の
の
み
を
集
録
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
疑
問
を
は
さ
む
事
は
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
石
井
教
遵
博
士
は
、
昭
和
薪
修
法
然
上
人
全
集
六
四
七
頁

の
脚
注

に
、
夢
中
松
風
論
の

「
百
四
十

ケ
条
問
答
」
を
出
し
て
成

立
問
題
を
提
起
し
て
い
る
が
、
三
田
師

の

「浄
土
宗
史
の
諸
研
究
」

や

「
夢
中
松
風
論
」

の
中

の
諸
問
答
と

、
和
語

燈
録

の
諸
問
答
を

一29一


